
宇 宙 に つ な が る 麻 布

宇宙につながる麻布
現在の政策研究大学院大学や国立新美術館のある場所には、糸川英夫教授がペンシルロケット等の研究・開発を行っていた東京大
学生産技術研究所が設けられていた。実際の燃焼試験設備等は千葉実験所として西千葉に置かれていたが、生産技術研究所に所属
する教授陣の研究室は六本木にあった。
当時、宇宙研究部門は組織化されておらず、様々な研究室から有志が参加して実施されており、実験データの研究会や試験の実施に
係る打ち合わせ等は六本木で行われていたようだ。
昭和 37年（1962 年）から、昭和 39年（1964 年）に東京大学駒場キャンパス内に「東京大学宇宙航空研究所」が設置され、日本が名実
ともに宇宙開発の拠点を有するまでの２年間、主だった関係者は六本木の地に集まり、研究に取り組んでいた。

六本木にてロケット研究が行われていた当時の国
産ロケットカッパ（K-8）。 
この K-8 型は各種の宇宙観測を可能にし、電離層
の中の昼夜のイオンの分布などを世界で初めて観
測するなど、本格的な観測ロケットとして世界の
注目を浴びた。

（右）平成 21年：国立新美術館から眺める空（宇宙）
当時のロケット研究者も同じ空を見上げていたこと
だろう。

平成 22年：JAXA 相模原キャ
ンバスに保存されている、
M-V ロケット。
小惑星探査機「はやぶさ」 が
打ち上げられたロケットと
しても有名。

開発メンバーの集合写真

中心に日本の宇宙開発・
ロケット開発の父 糸川
英夫博士の若かりし頃
の姿。

写真提供：JAXA/ISAS

写真提供：JAXA/ISAS

平成 21年：政策研究大学院大学の卒業式
世界中から学びに来る学生達、背景は現在も保存さ
れている東京大学生産研究所の建物の一部。

平成 21年：国立新美術館



今なお流れる麻布の水脈
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【麻布未来写真館】 
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麻布から見た富士山

昭和50年（1975年）：富士見坂

平成 24年（2012年）：六本木ヒルズ展望台より見た富士山。

平成 21年（2009年）：富士見坂

平成 24年（2012年）：新富士見坂

平成 24年（2012年）：麻布から見た富士山（3点とも）。

右の絵は、高速道路が建設される前の霞町周辺（西麻布一・三丁目一帯）の街並みと、そこから眺めた富士山の姿を思い出しながら描
いたもの。

下の写真は麻布十番三丁目にある建物の 12階からの眺め。

かつては、麻布の台地からはるか西に富士山を望むことができた。ビルやマンションが建ち並ぶ現在、もはや街中からその姿を拝む
ことはできず、「富士見坂」という坂の名だけが残されている。

【麻布未来写真館】 

このパネルに掲載されている古い写真については、写真撮影：田口政典 氏、写真提供：田口重久 氏



麻布で見た金環日食

肉眼での太陽（日食）観測の際には必ず「日食グラ
ス」を使ってください。太陽は決して直接肉眼で見
てはいけません。失明の危険があります。

金環日食をひと目見ようと、有栖川宮記念公園に
集まった人々。

太陽がリング状になると、三日月状になった「木漏れ日」が地面に
沢山写し出された。

太陽の約 87％が月に隠されると、夕方のような暗さに。それに反応
して園内の照明が灯った。

午前 7時 29分 午前 7時 35分 午前 7時 43分

平成 24年 5月 21日、日本南岸沿いの広い範囲で金環日食が見られた。東京都内も中心帯に当たり、雲の合間を通して、リングになっ
た太陽を観望することが出来た。
リングになる最大食分は 7時 34分 30秒頃。この瞬間を見ようと、有栖川宮記念公園にも早朝から多くの人々が集まった。

資料：NAOJ 資料：NAOJ 資料：NAOJ 
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